
  

どん底から這い上がった高山別院 
－高山別院駐車場 タイムズ 24による運用開始－ 

 

統計によると、昨年 1 年間で高山を訪れた観光客は４４２万２千人で、新型コロ

ナ流行前の水準に戻りつつあるとのことです。また、外国人宿泊者数は、７６万９７

４３人で過去最多を記録しました。 

別院駐車場内でも、アジア、中東、ヨーロッパ、北米等、たくさんのインバウンドの

方々に来場いただきました。 

顧みれば、昭和４５年頃から飛騨高山は全国的に有名な観光地となった機運に

乗じ、別院は駐車場経営による収入で瀕死の窮地を脱することができました。 

収益の好調により、本堂屋根の大修復、昭和５４年に輪番所の建設、昭和５５年

に土蔵の建設、昭和５８年には別院会館の建設など数々の施設整備事業を行うこ

とができました。さらに事業収益の一部は別院に回付され、別院の運営全般を維

持することに充てられてきました。別院の駐車場事業に対する批判をいただきなが

ら、背に腹は代えられない収益事業となっていました。 

今回、コロナによって、改めて私達にとって別院とはどのような存在なのかを考

えさせられる機会となりました。駐車場収益事業が始まって以来、過去にない収入

減となった今、宗教施設としての目的を果たすためには、駐車場経営そのものの存

在を含めて別院全体を考えていかなければなりません。 

飛騨に真宗が伝わった七百年の歴史と伝統に立ち、いつまでも駐車場収入に

頼っていては、念仏の道場としての別院の存在意義が見失われます。かつて寺領

によって別院経済が支えられていた時期から、七百年来の別院のおとりもちは、ご

門徒の皆様の懇念と懇志によって維持され、どこまでも法義相続の場でありました。 

高山別院の、本来の地域における中心的な念仏道場としての更なる教化事業の

取り組みにご理解いただき、別院経常費増額につきましても特段のご理解ご協力

を頂いたことです。改めて御礼申し上げます。 

今回、別院駐車場賃貸借契約により安定した収入が確保され、別院経常会計、

特別会計（駐車場会計）がそれぞれ独立した運営をする目途が立ちました。今後、

別院駐車場事業は、宗教施設の維持を目的としたものとして運営してまいります。 
 

以下、４月よりオープンしましたタイムズ２４（株）による、カメラ式駐車場の利用

方法（無料・有料）についてご説明いたします。 
 

【オープン写真】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺院関係の方は無料扱いとなりますので、車両番号を別院事務所までお知らせくださいますようお願いします 

❖営業時間は、従来通り午前６時〜午後６時です。 

❖別院ご参詣の方には、無料券（QRコード）をお渡ししますので、寺務所までお越しください。 

❖別院・センター主催事業（修正会・春秋彼岸会・納骨経・飛騨学場・ご坊夏祭り・報恩講他）の仏事の際は無料・精算不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ★センター・別院からのお知らせ★                                          
 

 現代の問題講座 ５月２５日（日） 午後２時から  
  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

     長浜別院・高山別院 別院運営懇談会を開催       
 

去る４月８日、長浜別院と高山別院の別院運営に関する懇談会が

高山別院において開催されました。 

今年度、京都教区と長浜教区が合併しましたが、教区改編後、別院

運営をどのようにしていくのか、同じ改編教区の別院として情報交

換を行うことが考えられ、高山別院に申し出があり実施されました。

貴重な情報交換の場となりました。 
 

 本山荘川桜が満開  お隣に「嘉代子桜」（長崎被爆桜）が植樹されました   
 

今年も「春の法要」の頃、本山荘川桜が満開となりました。また、荘川

桜のお隣に、長崎の被爆桜「嘉代子桜」(写真：荘川桜の手前)が植樹されまし

た。長崎への原爆投下８０年を迎え、“声なき声”を多くの方に聞いていた

だくことを願い、九州教区によって植樹されました。 
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 飛騨御坊 HP『ひだご坊一口法話』 5月    小長谷 智行氏（朝日高根組大德寺住職）・三枝 正尚氏（高山 2組隨縁寺住職） 

 聖典聖教学習会③   ５月７日（水）１４:００～ 講題：「宗祖親鸞聖人と観経」 講師：名和 達宣氏（教学研究所所員） ※高山開催 

【聖典聖教学習会】希望者に講師資料と音声データを提供します。詳しくは担当：中川までご相談ください。 
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      佐奈姫さまとお念仏③  高山別院輪番：三島多聞            
 

■仏法弘通 

 １６４１年、東本願寺第１３代宣如上人の娘・佐

奈姫は、照蓮寺第１５代宣心（１８～９歳）に嫁い

だ。宣如にとって飛騨の山奥に９歳の娘を送ること

は堪え難い心情であったと思われる。佐奈姫が飛騨

に嫁いだのには、政治の力がはたらいていると思わ

れる。この時、嘉念坊善俊上人以来の血統はすでに

絶えていた。照蓮寺第１４代宣了の妻は金森可重の

娘・おいわであり、おなけという娘が生まれたが１

６歳で亡くなっている（詳細は略）。照蓮寺第１５代

を継いだのは金森重頼の三男・法名宣心である。す

なわち照蓮寺といっても、内実は金森領主の血統で、

いわば領主からの申し出があったものと推察され

る。簡単に断る訳にはいかなかった背景を想像する。

宣如は仏法弘通のためと覚悟し、今度の婚姻を重視

して「宗祖遺骨」（分骨）を佐奈姫に持参させた。 

■佐奈姫親子の絆 

 宣如・佐奈姫親子は、深い愛情を手紙で交わして

いる。遠く離れているので、娘恋しさ父恋しさには

深いものがあったと思われる。佐奈姫の体調が崩れ

ているのを気遣い、宣如は「くすし」（医者）を差し

向けるよう言っている。また別の手紙では、宣如は

持病があって報恩講の朝のお勤めができなかった

ことや、江戸の大火で金森の上屋敷が炎上したこと、

佐奈姫が父の病を思い、山芋を一箱送ったことの礼

状など、手紙から親子の愛情が垣間見られる。 

■夫・宣心への気苦労 

 結婚して７年後、父・宣了が亡くなってからは、

夫・宣心の生活は乱れていった。『岷江記』には次の

ようにある。 

1. わがままになりたまい、虎を野に放したる如し 

2. 国主（金森４代）は兄にて、望みかなわぬことなく 

3. 本寺（本山）の宣如が義父であることを鼻にかけ 

4. 末寺に課役をかけ、門徒に役銀を課し 

5. 四方 18ヵ寺を末寺なみにし 

6. 気に入れば役に引き立て、気に入らねば勘当、

追放、何事も気のまま 

7. 行作、法義、露ほどもなく 

8. 朝夕、贅を好み、別荘・松亭を松本に建て 

9. 心猛く、思うままなので邪なること多く 

10. 口論すれば味方をつけ 

11. 立腹斬首に及ぶ 

夫・宣心のこのあり様では佐奈姫の心情を察する

に余りありまあす。 

佐奈姫は１６６７年、３５歳で京都で亡くなって

いる。病治療のため３３歳ころ京都に帰っていた

と思われる。息子・琢晴（１０歳前後）を高山に置

いての別れは切ないものであったと推察される。 

■佐奈姫の念仏 

 佐奈姫の寂しく悲しい生涯を偲ぶ時、お念仏はど

のように佐奈姫を支える力となったのか。 

 父・宣如、母・成等院と別れての飛騨入り、又、

息子・琢晴と別れての帰京、別れてあることを支え

たのは、〝恋しくば南無阿弥陀仏ととなうべし 我

も六字のうちにこそすめ〟の親鸞聖人の歌にあっ

たと思う。この種の言葉を佐奈姫が飛騨入りするに

あたり、親からせつせつと語られたのではないか。

別れていても決して別れていないことを、念仏一声

に託した教えを佐奈姫は生きる力にしたのだろう。 

■恋しくば 

 「嘉念坊善俊上人顕彰会」で、上人の足跡を訪ね

て箱根権現に行ったことがある。蓮如上人の時代ま

では境内に親鸞堂があったそうで、『御伝鈔』にあ

るように、宗祖は権現の神官に歓待されている。懇

願され箱根に暫く滞在し法を説いたと伝えられて

いる。善俊上人が箱根で宗祖に会い真宗念仏に帰依

したことで、飛騨に真宗が伝わった。宗祖が箱根を

去る時、多くの人に止められた際に詠んだ詩が〝恋

しくば～〟である。箱根権現の宝物館に宗祖の木座

像まであった。 

境内の奥には「親鸞慈悲の像」といわれている「殉

国学徒慰霊之碑」があった。なぜこの碑が建てられ

たのか。それは戦死した息子を偲ぶ時の何よりの確

かな依りどころとして、伝えられてきた宗祖の〝恋

しくば南無阿弥陀仏ととなうべしわれも六字のう

ちにこそすめ〟であったからだろう。親と戦死の息

子との相互に通ずる、悲しい別れが偲ばれる歌であ

る。佐奈姫もまた同じように親から教えられた〝お

念仏で共に出遇わまいか〟を胸に、その生涯を生き

る力としたのだろうと思わしてもらう。 

＜おわり＞ 

 

--------------------------------------------- 

佐奈姫忌法要・松本墓所読経 

松本町長寿会の方々によって松本墓所を管理

法要前日には「女性研修会」を開催 
 

 毎年６月２６日、松本町公民館において佐奈姫

忌が勤められています。佐奈姫のご命日は６月２

７日ですが、親鸞聖人の御逮夜に当たるため、繰

り上げて２６日に勤められています。 

 松本墓所は、もともと宣心と佐奈姫が居住した

「松亭」があった場所で、現在、墓所の管理は松

本町長寿会の皆さまに行ってもらっています。 

 またいつの頃からか、佐奈姫忌の前日の２５日

には、大谷婦人会と坊守会が合同で、「婦人聞法会

（女性研修会）」を開催してきました。今、佐奈姫の御

命日は、飛騨の女性方の聞法の場となっています。 

 

嘉念坊善俊上人顕彰会会報 
 №３２号 発行 

しばらくお休みしていた顕彰会の

会報を発行いたしました。 

今回から全寺院にも配布いたした

く、月末教務所便に同封いたします

ので、是非お目通しください。

    

          飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2025 年５月行事予定           

  日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区・組 会 場 

1 木 14:00 教 法要教化部会 センター室 

2 金 14:00 セ教 真宗同朋会・伝道部会合同会 研修室 

3 土 13:00 別 三日のご坊 法話:樋口博之氏(常照寺住職) 本堂 

4 日 7:00 別 半日華  

5 月    

6 火     

7 水 14:00 教 聖典・聖教学習会③ 研修室 

8 木 
14:00 

14:00 

教 寺院活性化支援会議 

教 教区門徒会協議会 
岐阜高山教務所 

9 金    

10 土    

11 日 
11:00 

13:00 

セ 初まいり式 

別 大谷婦人会定例 法話:三島多聞(輪番） 

本堂 

御坊会館 

12 月  連  東海連区推進員連絡協議会研修会（～13 日） 岐阜高山教務所 

13 火 
7:00 

13:30 

別 前住上人ご命日 

組 高山２組組会 

本堂 

研修室 

14 水 13:00 連 東海連区坊守研修会 じゅうろくプラザ 

15 木 

7:00 

13:30 

15:00 

別  半日華 

本  女性会議パブリックビューイング 

組 益田組同朋会 

センター室 

永養寺 

16 金 13:30 セ 正副座長会 MT ルーム 

 

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区・組 会 場 

17 土    

18 日    

19 月 14:00 セ 伝道部会 センター室 

20 火    

21 水    

22 木 16:00 セ 両地区育成部会幹事会 研修室 

23 金    

24 土    

25 日 14:00 セ 現代の問題講座 本堂 

26 月 
7:00 

14:00 

別  半日華 

教 支援員基礎講習⑤ 

 

岐阜高山教務所 

27 火 13:00 別 お逮夜 本堂 

28 水 13:00 別 親鸞聖人御命日 法話:三島見らん氏(西念寺住職) 本堂 

29 木 19:00 教 教化研究所 研修室 

30 金 15:15 組 高山１組末日会 研修室 

31 土    

2025年６月 ※中旬までの掲載とし、定例行事は省きます。 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 

２ 月 13:30 セ 企画会議 11 水 14:00 教支援室「新住職のつどい」 

７ 土 13:30 組 吉城組真宗公開講座 12 木 13:30 組 高山２組組会 

 

佐奈姫忌   松本町公民館         佐奈姫墓所 

佐奈姫像 


